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哲学ミステリーに挑戦か？

　哲学の概論的な教材としても使える哲学ミステリーは書くという難題に挑戦しようと奮戦中である。哲学ファンタジーの榊周次のキャラクターを使って、榊先生が殺人事件に巻き込まれ、上村陽一君と三輪智子ちゃんが、哲学史の知識を駆使して、謎を解いていく、ところが犯人は、さらに犯行を重ねていき、大手門高校そのものが標的になっていることが分かり、受験体制に不満を持つ内部の生徒・教職員・父兄なども疑わしくなり、さらにテロリスト組織の関与まで疑われていく。そのように範囲が変わることによって、それに対応して、近現代の哲学から，それぞれの謎にふさわしいものが選択され、適用されて、哲学概論のテキストにもなっているという構想である。

　どうしてもドラマ展開が主になって、哲学でそれを分析し、論理的に真相に迫っていくというのはなかなか面倒である。哲学のテキストにこだわりすぎるとドラマのおもしろさがなくなるし、ミステリーとしての完成度に懲りすぎると、テキストとして使えなくなってしまう。

　これはあるいは人間の限界に挑戦する試みと言えるかもしれない。その意味ではニーチェの意気込みを見習うべきだろう。なんて大風呂敷を広げたがまだ12頁ほどしか書いていない。

ついに最後の奥歯がポロッと抜けた

九月のハワイ旅行以来、最後に残った奥歯がぐらつきせっかくのハワイでのご馳走もほとんど噛むことなく味わうこともなく耐えてきた。最後の奥歯だけに抜くに忍びなく、歯医者にも行かなかったが、ついに観念して20日歯医者に行ったが生憎休日だった。その翌朝何の痛みもなくポロッと抜けたのである。これで食事も声を出すのも楽に成る。六十年以上働いてくれた奥歯に感謝だ。

　

「やすいゆたかの部屋」の表紙文字消える

　インターネット・エクスプローラーというブラウザから「やすいゆたかの部屋」にアクセスすると、一瞬文字がでるのだが、すぐに消えてしまうという怪奇現象が起こった。ファイアー・フォックスからアクセスすれば何の問題もない。しかし利用者はまだインターネット・エクスプローラーしか使っていない人が多いので、ピンチである。新しいパソコンから入れ直してなんとか表紙文字は回復したが、今度は全体に右隅によっている。

　なるべく早急に改善できるようにしたい。

則天武后―偉大な悪女

　10月25日大阪狭山市塾年大学中国歴史教室では、則天武后を取り上げた。中国史上唯一の女帝である。女性が権力をふるうのは反撥か強いから相当毅然たる態度で臨まざるをえないので、自分息子や親族に対しても妥協せず、腐敗や謀略に対しては厳しく死を与えた。その大半が殺されている。元々は自分の生後十日の娘を殺して、王皇后のせいにして、皇后を葬るなどそれが事実なら悪逆のかぎりをつくしている。しかし他方晩年は大道薬売りを寵愛して僧侶にしたら、それが嵌って、彼女は弥勒の化身とされ、明堂や大仏を建立、各地に大雲寺を建てるなど、天平文化に大きな影響を与えている。老化を防ぐ回春を粉飾するための動機の仏教文化が、より洗練された仏教文化である天平文化を生む因となった。
新しいパソコンが届く

七年間酷使に耐えて働いてくれたソニー製バイオのパソコンがこのところモーターの調子がおかしくなり、ブーブー騒音が鳴るようになった。ＳＥをしている息子の話では、数年前からこのパソコンはいつ壊れてもおかしくないということなので、ついに買い替えを決心した。

10月25日午前ネット注文したＨＰパソコンが到着した。さっそく娘の全面的な協力を得て、立ち上げ、バイオの内容をすべて移し替えた。

新しいオフィスにはフロントページがないので、ＷＥＢ作成がどうなるか不安はあるが、ワードでもなんとかなるだろうということである。
